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曖
昧
で
す
こ
し
気
障
な
表
題
だ
が
、
要
す
る
に
、
「
古
事
記
』
の
雄
略
朝
歌

謡
．
と
『
日
本
書
紀
』
の
雄
略
朝
歌
謡
と
を
読
み
較
べ
て
、
思
い
浮
ん
だ
私
考
の

二
・
三
を
書
こ
う
ど
す
る
も
の
で
価
ほ
か
に
適
当
し
た
簡
潔
な
表
題
も
見
つ
か

ら
ぬ
儘
、
上
記
の
よ
う
に
決
め
た
。
論
の
根
底
と
な
っ
て
い
る
の
は
都
合
二
十

三
首
の
歌
謡
で
、
本
来
な
ら
ば
そ
の
歌
謡
を
い
ち
い
ち
掲
げ
る
べ
き
だ
が
、
紙

幅
に
限
り
が
あ
り
、
索
引
的
な
意
味
と
所
論
の
便
宜
に
、
歌
謡
の
作
者
と
さ
れ

て
い
る
人
、
そ
れ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
事
件
、
及
び
歌
番
号
だ
け
を
次
に
記
す

の
で
、
こ
の
小
論
を
お
読
み
下
さ
る
方
は
テ
キ
ス
ト
に
当
っ
て
、
そ
の
歌
謡
を

お
確
め
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
．

 
古
事
記
所
載
歌
謡
 
〔
記
九
一
〕
雄
略
天
皇
の
御
歌
第
一
（
妻
訪
い
の
際
に
、
若

日
下
部
王
に
賜
わ
っ
た
も
の
）
 
〔
記
九
二
～
記
九
五
〕
雄
略
天
皇
と
引
田
部
赤
猪
子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め

と
の
贈
答
歌
（
美
和
河
で
衣
を
洗
っ
て
い
た
赤
猪
子
は
、
「
今
還
し
て
む
」
と
い
う
天
皇
の
命
を

守
っ
て
嫁
せ
ず
、
八
十
年
を
経
て
そ
の
旨
を
申
し
出
た
。
天
皇
は
そ
の
守
操
を
哀
れ
ん
だ
が
、
極
老
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
つ
う
た

揮
っ
て
婚
さ
ず
し
て
御
歌
を
賜
わ
っ
．
て
稿
つ
た
と
い
う
物
語
申
の
も
の
。
こ
の
四
望
は
「
志
都
歌
」
で

あ
る
）
 
〔
記
九
六
〕
雄
略
天
皇
の
御
歌
第
二
 
（
天
皇
御
自
ら
御
琴
を
弾
い
て
吉
野
川
辺

・
釧
童
女
に
舞
を
舞
わ
さ
せ
、
そ
の
好
技
を
嘉
し
て
賜
わ
っ
た
ポ
の
）
〔
記
九
七
〕
雄
略
天
皇
の

 
 
 
 
 
 
 
 
あ
き
つ
の
 
一
し
醜
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
む
く
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
き

御
歌
第
三
（
吉
野
の
阿
岐
豆
野
で
の
鹿
猪
穿
り
に
、
天
皇
の
御
腕
を
虻
が
咋
つ
た
。
飛
ん
で
来
た
蜻

づ蛉
が
そ
の
虻
を
咋
つ
た
時
の
も
の
。
ヤ
マ
ト
の
国
を
蜻
蛉
島
と
い
う
由
来
の
歌
だ
が
、
阿
岐
豆
野
の
地

名
起
原
と
し
て
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
）
〔
記
九
八
〕
雄
略
天
皇
の
御
歌
第
四
 
（
葛
城
山
で
大

猪
を
恐
れ
た
天
皇
は
榛
の
木
に
逃
げ
の
ぼ
っ
て
命
拾
い
を
し
た
“
そ
の
時
の
も
の
）
翠
〔
記
九
九
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
に
の
さ
っ
き
の
お
み

雄
略
天
皇
の
御
歌
第
五
（
丸
遍
之
佐
都
紀
臣
の
女
、
春
日
の
嚢
阿
比
費
を
妻
訪
う
途
次
、
道
で

 
 
 
を
と
め

出
合
っ
た
一
女
が
天
皇
の
御
姿
を
見
．
て
岡
辺
に
逃
げ
隠
れ
た
。
そ
の
隠
れ
た
媛
女
を
遮
二
無
二
捜
し
求

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ま
が
た
り
う
だ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
へ
の

め
た
時
の
も
の
）
 
〔
記
一
〇
〇
〕
，
「
天
凱
歌
」
三
首
の
第
一
、
．
伊
勢
国
の
三
重

う
ね
め
 
 
 
と
よ
の
あ
か
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
み
っ
た
ま
う
き

媒
の
歌
（
豊
明
の
時
、
新
僧
屋
の
傍
ら
の
槻
の
木
の
葉
が
、
伝
来
の
瑞
玉
趨
に
落
ち
散
っ
た

の
を
気
付
か
ず
、
大
御
酒
を
献
っ
て
死
罪
と
な
る
と
こ
ろ
を
、
こ
の
歌
を
う
た
っ
て
そ
の
罪
を
赦
さ
れ

た
と
い
う
そ
の
歌
）
 
〔
三
一
〇
一
〕
「
天
語
歌
」
三
首
の
第
二
、
大
后
の
歌
 
（
同

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
び
う
 
 
ま
つ
ば
き

じ
時
、
天
皇
の
偉
容
を
新
嘗
屋
の
傍
ら
の
「
葉
直
ゆ
つ
甲
西
」
の
如
し
と
称
え
た
も
の
）
 
 
〔
記

一
〇
二
〕
「
天
弾
歌
」
三
首
の
第
三
ハ
雄
略
天
皇
の
御
歌
（
同
じ
時
、
大
宮
人
が
平

隠
無
事
酒
宴
す
る
有
様
を
鳥
に
見
立
て
て
歌
っ
た
も
の
Y
 
〔
記
一
〇
三
〕
雄
略
天
皇
の
御

歌
第
六
 
（
是
の
豊
明
の
日
、
春
日
の
嚢
仔
比
費
が
大
御
酒
を
献
つ
た
時
、
御
膳
の
給
仕
人
の
心
構
え

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
き
う
た

を
示
さ
れ
て
賜
っ
た
も
の
。
こ
の
歌
は
「
由
岐
歌
」
で
あ
る
）
 
〔
記
一
〇
四
〕
嚢
仔
比
売
の

歌
 
 
（
霜
雪
に
対
し
、
常
に
天
皇
の
側
近
に
奉
仕
し
た
い
と
願
う
冒
を
歌
っ
た
も
の
。
こ
の
歌
は
ゴ
芯
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、

都
歌
」
で
あ
る
）
一
以
上
一
四
首
。
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ぶ
ら
お
ほ
み

 
日
本
書
紀
所
載
歌
謡
．
〔
紀
七
四
〕
 
円
大
臣
の
妻
の
歌
（
大
日
下
王
の
遺
子

眉
白
王
は
安
康
天
皇
を
父
の
仇
と
し
て
刺
殺
し
、
円
大
臣
を
頼
ん
で
そ
の
家
に
逃
げ
入
っ
た
。
雄
略
天

皇
は
兵
を
興
し
て
円
大
臣
の
家
を
囲
ん
で
、
大
臣
と
も
ど
も
焼
き
殺
し
た
。
そ
の
折
り
、
大
臣
の
妻
、
げ

悲
し
ん
で
歌
っ
た
も
の
）
 
〔
紀
七
五
〕
雄
略
天
皇
の
御
歌
第
一
、
（
吉
野
の
蜻
蛉
の
野
で

の
御
猟
り
に
、
天
皇
の
御
玉
を
虻
が
咋
つ
た
。
飛
ん
で
来
た
蜻
蛉
が
、
仇
な
す
そ
の
虻
を
上
っ
た
時
の

も
の
。
蜻
蛉
の
功
を
嘉
し
た
歌
だ
が
、
蜻
蛉
野
の
地
各
起
原
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
記
九
七
と
同

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
ね
り

根
よ
り
出
た
歌
で
あ
る
）
 
〔
紀
七
六
〕
舎
人
の
歌
（
葛
城
山
の
御
猟
り
で
、
大
猪
を
恐
れ
た

舎
人
は
警
護
の
任
を
放
郷
し
て
檬
の
木
に
逃
げ
の
ぼ
っ
た
。
天
皇
は
御
三
で
そ
の
大
猪
を
刺
し
て
踏
沁

殺
し
、
舎
人
の
三
三
を
責
め
て
殺
そ
う
と
さ
れ
た
。
そ
の
処
刑
の
場
で
舎
人
の
歌
っ
た
も
の
。
．
記
九
八

と
同
根
よ
り
出
た
歌
で
あ
る
）
 
〔
紀
七
七
〕
雄
略
天
皇
の
御
歌
第
二
 
（
泊
瀬
の
小
野
に

 
 
 
 
な
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
だ
の
さ
け

出
て
山
野
の
弓
勢
を
御
覧
じ
て
歌
わ
れ
た
も
の
。
山
回
め
の
歌
で
あ
る
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔
紀
七
八
）
秦
酒

の
き
み
 
 
 
 
 
つ
け
の
み
た
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
か

公
の
歌
（
木
工
闘
鶏
御
田
-
一
本
に
猪
名
三
三
田
一
は
、
伊
勢
の
媒
を
鉦
し
た
と
疑
ね
れ
処
刑
さ
れ

よ
う
と
し
た
時
、
秦
酒
公
は
琴
の
音
色
で
、
そ
の
冤
を
天
皇
に
悟
ら
せ
よ
う
と
弾
琴
口
回
し
た
も
の
）

 
 
 
 
・
は
だ
ね
の
み
こ
之

〔
紀
七
九
〕
弓
田
一
命
の
歌
（
狭
穂
彦
の
玄
孫
菌
田
根
回
は
媒
の
山
辺
小
嶋
子
を
許
し
て
、
そ

 
 
 
 
う
ま
や
つ
ぎ

の
贋
罪
に
「
馬
の
八
匹
」
を
提
供
し
て
歌
っ
た
も
の
）
 
〔
紀
八
○
〕
造
船
、
．
楼
閣
の
建
築

等
に
新
技
術
准
持
っ
た
帰
化
系
の
部
族
で
あ
る
章
名
部
（
猪
名
部
）
の
眞
根
の
臨

ひ
だ
く
み

伴
巧
者
の
歌
 
（
木
工
旧
名
部
三
根
が
採
の
裸
相
撲
を
見
て
、
不
覚
に
も
己
れ
の
誇
っ
た
技
に
失
敗

し．

ﾄ
処
刑
さ
れ
よ
う
と
し
た
時
、
同
伴
巧
者
が
眞
根
を
惜
し
ん
で
歌
っ
た
も
の
。
こ
の
歌
は
五
・
七
・
・

七
．
五
．
七
．
七
の
所
謂
旋
頭
歌
形
式
歌
で
あ
る
）
 
〔
紀
八
一
〕
〔
雄
略
天
皇
の
御
歌
第
・

三
（
天
皇
は
同
伴
巧
者
の
歌
に
よ
っ
て
、
三
根
を
罰
す
る
非
を
悟
り
、
使
者
を
黒
駒
に
乗
せ
て
刑
場
に

馳
せ
し
め
、
そ
の
死
罪
を
赦
さ
れ
た
時
の
も
の
。
こ
の
歌
は
第
二
句
と
第
五
句
と
が
同
形
の
短
歌
形
式

歌
で
あ
る
V
 
〔
紀
八
二
〕
吉
備
鳶
尾
代
の
歌
（
征
新
羅
将
軍
吉
備
臣
尾
代
が
反
乱
を
企
で

た
五
百
の
蝦
夷
を
射
倒
し
、
弓
を
杖
に
し
て
歌
っ
た
も
の
）
1
以
上
九
首
。

章

一

 
雄
略
朝
・
の
歌
謡
は
み
て
来
た
よ
う
に
、
古
事
記
一
四
首
、
日
本
書
紀
九
首
で

あ
る
が
、
そ
の
う
ち
両
書
に
共
通
す
る
、
と
い
っ
て
も
そ
の
意
味
は
、
も
と
同

根
か
ら
出
て
い
る
と
思
わ
れ
る
歌
謡
の
乙
と
で
、
句
の
表
現
に
相
違
が
あ
り
、

或
い
は
人
も
処
も
異
な
る
事
件
に
結
び
付
い
て
い
る
も
の
さ
え
あ
る
が
、
そ
れ

ら
を
伝
承
の
問
に
お
け
る
変
化
と
み
て
、
便
宜
共
通
と
い
う
名
目
で
呼
ぶ
ど
、

そ
う
し
た
共
通
歌
謡
は
記
九
七
と
紀
七
五
、
記
九
八
と
紀
七
六
と
の
、
共
に
相

連
続
し
た
二
首
だ
け
で
、
．
古
事
記
に
あ
っ
て
日
本
書
紀
に
な
い
歌
謡
は
十
二
首

日
本
書
紀
に
あ
っ
て
古
事
記
に
な
い
歌
謡
は
七
首
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
総
歌
数

に
対
す
る
共
通
歌
謡
数
は
古
事
記
で
は
十
四
対
二
、
日
本
書
紀
で
は
九
対
二
で

あ
る
が
、
こ
の
割
合
を
雄
略
朝
以
前
の
御
代
の
そ
れ
に
比
較
す
る
と
確
然
と
し

た
相
違
が
あ
る
。

神
代

神
武
三

景
行
一

応
神
朝

仁
徳
朝

允
恭
朝

 
試
み
に
い
う
と
 
一
（

古
事
記
一
五
首
（
四
首
）
。

古
事
記
一
三
首
（
六
首
）
。

古
事
記
一
五
首
（
七
首
）
。

古
事
記
一
一
首
（
八
首
）
。

古
事
記
二
一
二
首
（
一
三
首
）
。

古
事
記
一
二
首
（
五
首
）
。

こ
れ
は
比
較
的
歌
鎖
の
多
い
御
代
（
古
事
記
一
〇
首
以
上
）

・
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
書
紀
に
つ
い
て
み
る
と
、

対
す
る
共
通
歌
謡
数
の
割
合
は
、
殆
ど
が
半
数
以
上
で
、
景
行
朝
の
如
き
は
そ

の
全
部
、
応
神
朝
の
如
き
も
八
首
中
の
七
首
ま
で
が
共
通
歌
謡
で
あ
る
つ
古
事
，

記
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
も
亦
そ
れ
に
相
応
じ
る
よ
う
に
、
神
代
を
除
け
ば

）
内
は
共
通
歌
謡

口
］
本
童
日
紀
六
首
（
四
首
）

日
本
書
紀
八
首
．
（
六
首
）

日
本
書
紀
六
首
．
（
六
首
）

日
本
書
紀
八
首
（
七
首
）

日
本
書
紀
二
二
首
（
；
音
）

日
本
書
紀
七
首
（
三
首
）

 
 
 
 
の
そ
れ
を
抜
き
出
し
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し

 
 
雄
略
朝
以
前
で
は
総
歌
数
に
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そ
の
半
数
内
外
が
共
通
歌
謡
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
雄
略
朝
で
は
、

日
本
書
紀
は
九
首
中
の
、
古
事
記
は
十
四
首
中
の
二
首
が
共
通
歌
謡
で
、
他
は

す
べ
て
独
自
の
歌
謡
で
あ
る
。
こ
れ
は
歌
謡
の
上
か
ら
み
て
、
書
紀
と
古
事
記

と
の
隔
り
が
著
し
く
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
云
う
な
ら
ば
、
日
本
書
紀

歌
謡
の
。
「
旧
辞
」
ば
な
れ
は
、
雄
略
朝
で
新
し
い
展
開
を
み
た
の
で
あ
る
。

 
も
と
同
根
か
ら
出
た
と
思
わ
れ
る
歌
謡
二
首
に
つ
い
て
み
て
も
、
そ
の
扱
い

方
は
著
し
く
相
違
す
る
。
記
九
八
と
紀
七
六
と
は
「
我
が
大
君
の
」
と
三
人
称

で
歌
い
出
し
、
「
我
が
逃
げ
の
ぼ
り
し
」
と
一
人
称
で
歌
い
納
め
る
、
ほ
ぼ
同

一
表
現
の
歌
謡
を
、
序
章
で
い
っ
た
よ
う
に
、
古
事
記
で
は
天
皇
の
御
歌
と
し

、
日
本
書
紀
で
は
舎
人
の
詠
と
す
る
。
 
『
古
事
記
伝
』
は
、
〈
歌
い
出
し
が
ら

い
う
と
天
皇
の
御
歌
で
は
な
い
。
但
し
歌
い
納
め
か
ら
い
う
と
榛
の
木
で
命
拾

い
を
し
た
時
の
歌
で
、
処
刑
の
場
で
の
歌
と
は
思
え
な
い
V
と
い
っ
た
意
味
の

こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
人
称
の
転
換
は
、
記
八
六
（
紀
七
〇
）
、
記
二
な
ど
例

の
あ
る
も
の
で
、
天
皇
の
御
歌
と
も
舎
人
の
詠
と
も
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が

押
し
並
べ
て
い
う
と
、
古
事
記
に
は
戯
画
化
さ
れ
た
ス
メ
ロ
ギ
が
登
場
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
を
と
め
か
く
を
か
か
な
す
き
い
ほ
ち
す

の
べ
た
記
九
九
は
「
媛
女
の
 
い
隠
る
岡
を
 
金
鎧
も
 
五
百
箇
も
が
も
 
鉋

 
ぱ
 
 
 
 
 
 
 

き
揆
ぬ
る
も
の
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
歌
う
雄
略
天
皇
は
く
無
い
も
の
ね
だ
り

V
を
す
る
ス
メ
ロ
ギ
の
姿
で
あ
る
。
一
方
日
本
書
紀
に
は
天
皇
を
侵
す
べ
か
ら

ざ
る
神
聖
な
存
在
と
す
る
筆
法
が
あ
る
。
例
え
ば
親
々
相
之
の
「
木
梨
軽
太
子

物
語
」
で
「
太
子
は
是
れ
儲
君
た
り
。
加
刑
す
る
こ
と
を
得
ず
。
則
ち
大
美
里
・

女
を
伊
豫
に
移
す
」
（
尤
恭
紀
）
と
す
る
の
も
そ
れ
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
る
と
き

 
古
事
記
に
は
こ
の
記
九
八
の
物
語
に
つ
づ
け
て
「
又
一
時
」
と
し
て
、
雄
略

天
皇
と
葛
城
一
言
主
大
神
と
の
出
合
い
の
物
語
を
載
せ
る
。
そ
れ
は
葛
城
山
で

我
れ
と
同
廿
く
振
舞
う
者
を
詰
問
し
た
天
皇
が
、
一
言
主
大
神
と
知
っ
て
そ
の

雄
略
朝
歌
謡
に
つ
い
て
の
二
・
三
の
私
考

非
礼
を
謝
し
、
大
刀
・
矢
弓
・
衣
服
を
供
え
、
．
大
神
も
亦
そ
れ
を
嘉
納
し
、
天

や皇
の
還
幸
を
長
谷
山
口
ま
で
見
送
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
実
は
記
九
八
の
物

-
語
も
「
又
一
時
」
と
い
う
書
き
出
し
で
、
こ
の
書
き
出
し
は
、
応
神
記
に
一
例

仁
徳
記
に
一
例
、
雄
略
記
に
こ
の
ほ
か
に
一
例
、
都
合
五
例
あ
る
。
こ
れ
は
中

巻
末
の
「
芝
之
日
矛
物
語
」
の
書
き
出
し
に
「
又
昔
」
と
あ
る
も
の
の
発
展
形

式
で
あ
ろ
う
。
．
恰
も
「
伊
勢
物
語
』
の
「
昔
」
と
い
う
書
き
出
し
と
『
源
氏
物

語
」
の
「
い
つ
れ
の
御
影
に
か
」
と
い
う
書
き
出
し
と
の
相
違
を
思
わ
せ
る
も

の
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
著
し
く
独
立
物
語
的
で
、
挿
話
的
な
扱
い
で
あ

る
。
こ
の
二
つ
の
物
語
の
問
に
は
、
古
事
記
の
場
合
必
ず
し
も
因
果
の
関
係
は

な
い
。
そ
れ
が
並
ん
で
い
る
の
は
、
記
九
二
～
記
九
五
の
「
美
和
河
」
か
ら
記

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
し

、
九
六
の
「
吉
野
川
」
へ
、
 
「
吉
野
川
」
か
ら
記
九
七
の
「
吉
野
の
鹿
猪
坐
り
」

へ
、
「
吉
野
の
鹿
猪
猟
り
」
か
ら
記
九
八
の
「
葛
城
山
の
大
猪
」
へ
、
と
い
う

配
列
と
同
様
、
「
葛
城
山
の
大
猪
」
か
ら
「
葛
城
山
の
一
言
主
大
神
」
へ
は
、

連
想
に
よ
っ
，
て
展
開
し
て
ゆ
く
く
古
事
記
的
発
想
V
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ

の
天
皇
と
一
言
主
大
神
と
の
出
合
い
の
物
語
は
、
日
本
書
紀
で
は
雄
略
四
年
紀

に
あ
り
、
雄
略
五
年
半
に
編
年
さ
れ
た
紀
七
六
の
物
語
の
前
駆
的
な
役
割
り
を

務
め
て
い
る
。
紀
七
六
の
前
・
後
文
は
、
早
く
『
書
紀
集
解
』
が
出
典
を
挙
げ

て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
の
殆
ど
が
漢
籍
に
よ
る
潤
色
で
あ
る
が
、
そ
の
前
文

に
み
ら
れ
る
天
皇
は
、
の
べ
た
筋
書
で
知
れ
る
よ
う
に
勇
猛
果
断
で
あ
り
、
後

文
の
天
皇
は
、
皇
后
の
言
を
入
れ
て
舎
人
を
処
刑
す
る
非
を
悟
っ
て
、
「
我
れ

は
善
言
を
得
た
」
と
喜
ぶ
英
逸
有
徳
な
君
主
で
あ
る
。
日
本
書
紀
の
、
；
園
主

大
神
と
の
出
合
い
の
物
語
は
、
古
事
記
の
そ
れ
と
同
工
異
曲
で
、
天
皇
の
還
幸

を
来
目
河
（
古
事
記
で
は
長
谷
山
口
）
ま
で
見
送
っ
た
と
い
う
、
見
送
り
の
記
事
ま

で
ほ
ぼ
同
一
骨
格
で
あ
る
が
、
古
事
記
の
よ
う
に
、
一
言
主
大
神
に
接
目
と
し
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て
大
刀
・
弓
矢
・
衣
服
を
献
り
、
神
も
亦
そ
れ
を
嘉
納
し
た
と
い
う
記
事
は
な

く
、
神
を
「
仙
に
逢
ふ
が
如
し
」
と
形
容
し
、
相
共
に
猟
を
楽
し
み
、
天
皇
は

神
の
如
く
、
と
い
う
よ
り
神
は
天
皇
の
如
く
に
振
舞
っ
た
。
こ
の
日
、
百
姓
は

皆
、
雄
略
天
皇
を
「
有
徳
天
皇
」
と
申
し
あ
げ
た
と
結
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
勇

猛
、
英
逼
な
天
皇
の
物
語
で
あ
る
紀
七
六
へ
の
伏
線
と
し
て
の
配
置
で
、
古
事

記
の
そ
れ
を
神
々
を
祭
る
方
面
の
人
々
の
脚
色
で
、
連
想
的
な
配
置
だ
と
す
れ

ば
、
こ
ち
ら
は
外
来
の
神
仙
思
想
に
触
れ
た
人
々
の
脚
色
で
計
画
的
な
配
置
だ

と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。

虫早

期

 
こ
の
こ
と
は
古
事
記
に
だ
け
あ
っ
て
日
本
書
紀
に
な
い
歌
謡
一
二
首
の
う

ち
、
そ
の
八
割
以
上
の
一
〇
首
ま
で
が
、
ど
う
や
ら
神
々
に
関
連
し
た
人
々
の

問
に
成
立
も
し
く
は
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
、
日
本
書
紀
に
だ

け
あ
っ
て
古
事
記
に
な
い
歌
謡
七
首
の
う
ち
、
二
首
ま
で
が
帰
化
系
の
人
物
の

問
に
成
立
も
し
く
は
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
と
決
し
て
無
縁
で

は
あ
る
ま
い
。

 
す
な
わ
ち
古
事
記
に
だ
け
あ
る
歌
謡
の
う
ち
「
志
都
歌
」
の
記
九
二
～
記
九

五
の
四
首
は
、
す
べ
て
短
歌
形
式
で
、
い
ず
れ
も
そ
ろ
っ
て
第
二
句
．
（
長
句
）
を

尻
と
り
風
に
、
第
三
句
（
短
句
）
で
繰
り
返
す
同
一
形
式
で
文
芸
意
識
に
よ
る
選

択
を
思
わ
せ
る
も
の
だ
が
、
野
情
歌
四
首
を
二
首
ず
つ
の
問
答
体
に
編
成
し
て

そ
れ
に
よ
っ
て
叙
事
を
遂
げ
る
、
'
云
う
な
ら
ば
歌
物
語
の
前
駆
的
形
態
で
、
叙

事
は
す
な
わ
ち
、
曽
て
カ
シ
ハ
ラ
（
神
事
を
行
な
う
場
）
に
神
の
妻
と
し
て
奉
仕
し

た
童
女
の
、
役
を
下
り
て
の
ち
の
青
春
回
顧
で
、
古
事
記
の
物
語
は
お
そ
ら
く

そ
の
組
歌
に
よ
る
脚
色
で
あ
ろ
う
。
記
九
四
に
つ
い
て
、
 
『
記
紀
歌
謡
集
全
講

」
は
「
琴
歌
譜
」
が
、
こ
の
縁
起
を
野
駈
と
す
る
「
伊
久
米
入
日
子
伊
佐
知
天

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ほ
み
わ
の
み
も
ろ
や
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
め
る

皇
、
与
二
妹
豊
次
入
日
女
命
一
、
登
二
於
大
神
美
望
呂
山
一
、
拝
三
期
神
前
一
作
歌

う
た
と
い
ふ

者
」
を
引
い
て
馬
こ
の
歌
謡
を
神
事
歌
謡
と
み
て
い
る
が
、
そ
の
当
否
は
論

の
あ
る
と
こ
ろ
と
し
て
も
、
怒
り
と
歎
き
の
主
人
公
で
あ
る
赤
猪
子
の
名
は

 
み
も
ろ
 
 
 
 
 
た
か
き
 
 
 
 
お
ほ
る
こ
 
 
は
ら

「
御
諸
の
 
そ
の
高
城
な
る
 
大
猪
子
が
原
」
（
記
六
一
）
と
あ
る
、
・
ワ
ニ
の
臣

の
伝
承
歌
ら
し
い
歌
謡
か
ら
察
し
て
も
、
三
輪
の
御
影
に
縁
を
求
め
て
の
命
名

ら
し
く
、
『
元
亨
封
書
』
（
巻
＋
八
、
神
仙
）
に
伝
え
る
久
米
仙
の
物
語
に
似
て
、

美
和
河
で
衣
を
洗
う
童
女
か
ら
始
ま
る
古
事
記
の
物
語
は
、
ど
う
や
ら
三
輪
山

周
辺
に
あ
っ
て
、
神
事
に
関
心
を
持
つ
人
々
の
関
係
（
形
成
・
或
い
は
伝
承
）
す
る

と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
「
天
同
門
」
の
三
一
〇
〇
～
記
一
〇

 
 
 
 
 
 
か
む
が
た
り

二
の
三
首
は
「
神
語
」
（
記
二
～
日
戸
）
 
と
関
係
の
あ
る
も
の
ら
し
く
、
お
そ

ら
く
天
日
鷲
命
（
阿
波
国
忌
部
祖
也
-
古
語
拾
遺
）
を
祖
と
す
る
「
遺
訓
連
」
 
（
姓
氏
録

右
京
神
別
）
の
輩
下
に
よ
っ
て
、
新
嘗
の
日
の
宮
中
の
宴
席
で
奏
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
記
一
〇
〇
、
記
一
〇
一
に
、
「
新
嘗
屋
」
の
語
の
あ
る
こ
と
が
そ
れ

を
思
わ
せ
る
。
物
語
を
離
れ
て
み
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
伝
統
の
あ
る
皇
室
の
御

稜
威
を
畏
み
（
記
一
〇
〇
）
、
天
皇
の
偉
容
を
称
え
（
記
一
〇
一
）
、
君
臣
の
和
楽

を
慶
祝
す
る
（
記
一
〇
二
）
寿
歌
的
性
質
を
持
っ
た
三
首
み
組
の
歌
謡
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
剰
語
連
の
輩
下
の
集
団
は
「
天
」
と
意
識
さ
れ
た
宮
中
に
常
備
さ
れ

た
、
出
雲
語
部
等
を
含
む
混
成
部
隊
で
、
宮
中
の
祭
儀
に
は
寿
詞
、
寿
歌
を
奏

す
る
こ
と
を
職
能
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
私
見
に
よ
れ
ば
『
駐
日
本
紀

』
（
養
老
三
年
＋
一
月
紀
）
に
「
海
語
連
」
の
姓
を
賜
わ
り
、
雑
戸
か
ら
除
か
れ
た

と
あ
る
朝
妻
手
人
龍
麻
呂
は
「
「
天
語
連
」
の
必
要
と
す
る
祭
器
を
作
成
し
た
帰

化
系
の
工
匠
で
、
あ
え
て
「
天
」
の
字
を
避
け
て
「
海
」
と
し
た
の
は
、
天
日

墨
壷
を
率
い
た
太
王
命
を
祖
と
仰
ぐ
斎
部
広
成
が
新
羅
か
ら
の
帰
化
人
天
之
日
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矛
（
古
事
記
）
、
天
日
槍
（
書
紀
）
を
、
「
海
事
槍
」
（
古
語
拾
遺
）
と
記
し
た
心
理

に
通
う
も
の
で
、
そ
の
こ
と
は
「
天
語
々
」
が
忌
部
同
様
、
祭
祀
に
関
し
た
氏

で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
 
（
心
癖
連
と
い
う
姓
か
ら
天
禅
味
を
海
部
に
属
す
る
と
み
る

説
は
取
ら
な
い
）
。
朝
妻
手
人
龍
麻
呂
を
帰
化
人
と
み
た
の
は
「
朝
妻
造
」
は
韓

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
ひ
と

国
人
都
留
使
主
よ
り
出
づ
（
姓
氏
録
、
大
和
国
諸
君
）
と
あ
り
、
 
「
手
人
」
（
才
技
、

工
匠
、
巧
手
者
）
が
多
く
百
済
（
雄
略
七
年
紀
、
，
二
本
）
、
呉
（
仁
賢
六
年
紀
）
か
ら
来
朝

し
て
い
る
こ
と
か
ら
察
し
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
天
短
歌
」

三
首
も
亦
、
神
事
に
関
連
し
た
場
で
歌
わ
れ
た
歌
謡
で
、
そ
の
伝
習
者
と
思
わ

れ
る
「
天
語
連
」
の
輩
下
も
祭
祀
系
の
氏
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
記
九
九

記
一
〇
二
（
宇
謡
歌
）
、
記
一
〇
四
（
志
都
歌
）
は
、
い
ず
れ
も
春
日
の
白
癬
比
費

に
関
連
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
。
蓑
仔
比
費
は
序
章
で
い
っ
た
よ
う
に
ワ
ニ
氏
の

、
女
で
あ
る
と
い
う
が
、
こ
の
氏
も
本
来
は
祭
祀
に
関
連
の
深
い
氏
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
ワ
ニ
氏
の
先
祖
の
中
に
は
反
乱
者
を
河
の
流
れ
に
追

い
落
し
て
、
国
の
繊
れ
を
清
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
者
も
あ
り
、
そ
の
女
は
屡
々

正
妃
に
召
さ
れ
た
古
代
の
豪
族
で
あ
る
。
始
祖
は
書
紀
に
よ
れ
ば
孝
安
天
皇
の

御
兄
の
天
足
彦
国
押
人
命
で
、
こ
の
御
方
は
古
事
記
で
は
天
押
帯
日
子
命
の
御

名
で
掲
記
さ
れ
、
春
日
臣
、
大
宅
臣
、
粟
田
臣
一
小
野
臣
、
柿
本
臣
を
は
じ
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
に

十
八
氏
の
始
祖
と
あ
る
が
、
そ
の
中
に
書
紀
に
は
始
祖
と
あ
る
和
現
臣
の
名
は

見
え
な
い
。
こ
れ
は
ど
う
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
書
記
に
は
古
事
記
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
み
な
ぎ
み

玉
梓
消
費
に
対
応
す
る
と
み
ら
れ
る
黒
棚
女
君
が
あ
り
、
そ
れ
は
春
日
和
現
臣

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
に
 
 
こ
ご
と

深
目
の
女
と
窮
達
％
。
ま
た
鼻
詰
妃
は
全
週
耀
は
、
丸
跨
許
碁
登

の
臣
の
女
、
都
怒
郎
女
と
あ
り
、
日
本
書
紀
で
は
大
宅
臣
の
祖
、
，
木
型
の
女
の

っ
の
ひ
め

津
野
媛
と
あ
る
。
春
日
和
現
臣
は
複
姓
で
、
前
記
十
八
氏
の
中
に
和
理
臣
が
み

，
え
ぬ
の
は
、
お
そ
ら
く
古
代
の
和
現
臣
は
春
日
臣
、
大
宅
臣
等
に
分
か
れ
、
一

雄
三
朝
歌
謡
に
つ
い
て
の
二
・
三
の
私
考

部
の
み
が
和
理
二
重
と
し
て
残
っ
た
も
の
か
、
こ
う
し
た
こ
と
は
一
向
に
無
知

識
で
確
か
に
は
云
え
ぬ
が
、
少
く
と
も
ワ
ニ
氏
と
同
族
と
み
ら
れ
る
も
の
の
中

に
は
小
野
氏
、
柿
本
氏
の
如
く
祭
祀
に
か
か
わ
り
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
氏
が
あ

る
こ
と
、
ま
た
先
に
赤
猪
子
の
場
合
に
引
用
し
た
「
御
壷
の
そ
の
高
城
な
る
大

猪
子
が
原
…
」
（
記
六
一
）
と
い
う
神
事
の
場
を
序
と
し
た
歌
は
〈
石
之
日
売
嫉

妬
物
語
〉
（
仁
徳
記
）
を
形
成
す
る
「
志
都
歌
之
歌
心
」
の
中
で
、
和
遍
之
臣
口

子
を
遣
わ
し
た
時
の
歌
だ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
い
ず
れ
も
ワ
ニ
氏
と
神

、
事
之
の
関
係
を
思
わ
せ
る
も
の
だ
が
、
わ
た
く
し
が
ワ
ニ
氏
を
、
も
と
祭
祀
と

係
り
の
深
か
っ
た
氏
と
す
る
理
由
は
、
例
え
ば
『
講
座
日
本
の
神
話
6
、
古
代

の
英
雄
』
中
の
、
「
古
代
の
反
逆
物
語
」
等
で
述
べ
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省

略
す
る
。
こ
の
推
測
が
当
っ
て
い
れ
ば
、
記
九
九
、
紀
一
〇
三
、
記
一
〇
四
の

三
首
も
亦
、
神
事
に
係
り
を
持
っ
た
氏
の
伝
承
で
あ
る
。
ま
た
も
し
当
ら
ぬ
と

こ
ろ
が
あ
る
に
し
て
も
、
古
事
記
に
だ
け
あ
る
十
二
首
中
の
多
く
が
、
そ
う
し

た
家
筋
の
伝
承
で
あ
る
こ
と
は
動
く
ま
い
。
こ
う
し
た
歌
謡
の
多
い
こ
と
と
、

葛
城
山
で
の
一
言
主
大
神
と
の
出
合
に
、
幣
畠
を
護
り
、
神
も
嘉
納
し
た
と
い

 
 
 
 
と
 
 
 
ひ
ろ

う
伝
承
を
採
り
礁
つ
た
こ
と
と
の
間
に
は
、
古
事
記
の
本
質
に
か
か
わ
る
も
の

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ワ
ニ
氏
の
伝
承
と
思
わ
れ
る
記
事
は
嚢
壁
泉
費
の
物
語

以
外
に
も
多
く
、
そ
う
し
て
そ
れ
は
日
本
書
紀
に
は
な
い
古
事
記
の
記
事
の
特

色
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
歴
史
家
の
間
な
ど
で
早
く
か
ら
云
わ
れ
、
そ

の
理
由
と
し
て
同
じ
く
壬
申
の
乱
の
功
臣
で
あ
っ
た
多
脳
品
治
（
安
曇
侶
の
父
と

推
定
さ
れ
る
）
と
和
珂
連
盟
重
手
と
の
関
係
を
あ
げ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
う
し
た

こ
ど
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
そ
う
し
た
個
人
関
係
を
過
大
に
考
え
る
こ

と
は
些
か
危
険
で
、
よ
り
広
い
見
渡
し
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
神
事
に

か
か
わ
り
を
持
っ
た
家
々
の
伝
承
の
一
環
と
し
て
、
ワ
ニ
の
臣
の
伝
承
を
取
り
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上
げ
る
べ
ぎ
で
は
あ
る
ま
い
か
。
お
そ
ら
く
そ
の
初
め
、
書
承
的
伝
承
の
上
で

鳳
最
も
優
位
の
立
場
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
帰
化
系
人
物
の
最
も
立
ち
入
り
難

い
場
は
、
伝
統
を
重
ん
じ
る
神
事
関
係
の
場
で
あ
っ
た
ろ
う
。
「
天
語
連
」
と

「
虚
語
連
」
と
の
表
記
上
の
相
違
や
、
歌
謡
の
上
で
大
き
く
分
れ
た
雄
略
朝
の

古
事
記
に
は
な
い
日
本
書
紀
独
自
の
歌
謡
七
首
の
う
ち
、
少
く
と
も
一
．
一
首
ま
で

が
帰
化
系
人
物
の
伝
承
ら
し
い
こ
と
と
、
古
事
記
の
独
自
歌
謡
に
祭
祀
者
流
の

伝
承
の
多
い
こ
と
を
対
照
す
る
と
、
そ
う
し
た
こ
と
が
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

話
が
多
岐
に
渡
っ
た
が
、
も
う
一
組
の
共
通
歌
謡
で
あ
る
記
九
七
と
紀
七
五
に
・

つ
い
て
の
べ
る
。

出口

三

 
こ
の
二
つ
の
歌
謡
は
序
章
で
い
っ
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
ア
キ
ヅ
の
野
の
地

名
起
原
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
物
語
の
筋
と
歌
の
内
容
と
は
歌
で
は
シ
マ

と
あ
り
、
物
語
で
は
ノ
と
あ
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な

い
。
こ
の
歌
謡
に
は
掛
け
合
い
形
式
と
思
わ
れ
る
表
現
が
あ
り
、
書
紀
歌
の
場

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
む
 
 
 
 
 
 
あ
き
つ

合
は
、
前
の
共
通
歌
と
同
様
、
人
称
の
転
換
が
あ
り
、
虻
が
登
場
し
蜻
蛉
が
登

 
 
 
 
 
 
 
あ
き
つ
 
 
 
は
や
あ
き
つ
ひ
め
 
 
し
ほ
 
や
ほ
あ
ひ
 
 
ま

場
す
る
。
し
か
も
阿
岐
豆
は
詰
開
都
詩
劇
が
塩
の
八
百
会
に
坐
し
て
諸
々
の
罪

繊
を
「
か
か
呑
む
」
よ
う
に
（
祝
詞
、
六
月
晦
大
祓
）
、
仇
な
す
虻
を
「
早
喰
ひ
」

 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
、
 
 
 
 
も
と
ど
り
 
 
 
 
 
 
 
か
が
ふ
り
 
 
あ
き
ぐ
ひ
の

す
る
。
イ
ザ
ナ
ギ
大
神
の
襖
被
の
時
、
 
髪
を
差
し
入
れ
る
冠
か
ら
飽
咋
之

う
し
の
か
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
か
ま
 
 
あ
き
ぐ
ひ
の
か
み

宇
斯
能
組
が
化
生
し
（
古
事
記
）
、
足
を
差
し
入
れ
る
揮
か
ら
開
魑
神
が
化

生
し
た
（
書
紀
）
ど
い
う
と
こ
ろ
が
ら
す
る
と
、
蜻
蛉
の
ア
キ
の
連
想
は
、
口
を

開
け
た
も
の
の
状
態
で
、
こ
こ
に
大
口
を
あ
け
る
「
早
喰
ひ
」
の
滑
稽
が
あ

り
、
お
そ
ら
く
本
来
は
山
地
芸
能
に
付
帯
し
て
歌
わ
れ
た
歌
謡
で
あ
っ
た
ろ

，
つ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ま
と
 
く
に
 
 
あ
き
つ
し
ま

 
記
九
七
の
結
句
は
「
そ
ら
み
つ
 
大
和
の
国
を
 
蜻
蛉
島
と
ふ
」
と
あ
り
、

大
和
の
国
號
の
由
来
を
歌
う
形
の
も
の
で
、
歌
詞
で
み
る
と
こ
の
ヤ
マ
ト
は
吉

野
の
高
峰
を
面
の
あ
た
り
に
仰
ぐ
一
帯
の
地
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
紀
七
五

 
 
 
 
 
な
 
 
か
た
 
 
 
お
 
 
 
 
 
あ
き
つ
し
ま
や
ま
と

の
結
句
は
「
汝
が
形
は
 
置
か
む
 
蜻
蛉
島
大
和
」
と
あ
っ
て
、
蜻
蛉
島
は
大

和
の
讃
詞
名
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
、
歌
の
主
題
は
蜻
蛉
の
忠
誠
を
嘉
す
る
如
何

に
も
書
紀
ら
し
い
形
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
コ
本
」
と
し
て
記

九
七
と
同
結
句
の
歌
謡
を
載
せ
る
が
、
本
文
が
こ
の
形
で
あ
る
の
は
、
書
紀
に

は
こ
れ
と
は
別
に
、
ヤ
マ
ト
の
国
號
起
原
を
語
る
伝
承
を
載
せ
る
か
ら
で
あ
ろ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
き
が
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
に
が
た

う
。
神
武
三
十
一
年
紀
に
、
天
皇
が
腋
上
の
ホ
ホ
マ
の
丘
に
登
っ
て
、
国
状
を

 
 
 
 
 
う
つ
ゆ
ふ
 
 
ま
さ
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
き
つ
 
 
と
な

廻
望
し
て
「
内
木
綿
の
眞
達
き
国
と
錐
も
、
な
ほ
蜻
蛉
の
磐
詰
め
せ
る
が
如
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
き
つ
し
ま
 
 
な

」
と
仰
せ
ら
れ
た
の
で
「
始
め
て
秋
津
洲
の
號
あ
り
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ

る
。
初
上
は
履
中
三
年
紀
の
液
上
室
山
、
孝
安
二
年
紀
の
室
と
同
所
で
あ
り
、

そ
の
地
の
宮
を
秋
津
嶋
宮
（
記
、
葛
城
室
之
秋
津
嶋
宮
）
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
腋

上
の
ホ
ホ
マ
の
丘
か
ら
眺
め
ら
れ
る
一
帯
の
う
ち
に
、
ア
キ
ズ
シ
マ
と
呼
ぶ
地

が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
転
じ
て
我
が
国
の
名
と
な
っ
た
、
と
す
る
の
が
現
在
の
学

界
で
の
支
配
的
な
見
解
で
あ
る
。
勿
論
シ
マ
は
島
喚
に
限
っ
て
の
呼
称
で
は
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
き
し
ま
の
や
ま
と
の
く
に
の

く
、
阿
島
の
名
を
持
つ
地
は
内
陸
に
も
多
い
。
現
に
、
「
磯
城
嶋
日
本
國
乃
」

知
葉
九
一
一
七
八
七
）
ど
い
う
よ
う
に
、
ア
キ
ツ
シ
マ
と
同
じ
く
ヤ
マ
ト
の
枕
詞

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
な
さ
し
の
み
や

と
し
て
用
い
ら
れ
る
シ
キ
シ
マ
も
、
照
明
天
皇
の
「
金
刺
、
宮
」
の
所
在
地
で

あ
る
「
倭
国
磯
城
郡
磯
城
嶋
」
の
地
名
が
も
と
で
、
枕
詞
と
し
て
の
用
法
は
そ

れ
か
ら
の
転
成
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
ア
キ
ヅ
シ
マ
と
呼
ぶ
地
名

が
大
和
に
な
か
っ
た
と
は
云
い
切
れ
ぬ
が
、
孝
安
天
皇
の
「
秋
津
愈
々
」
を
直

ち
に
地
名
に
よ
る
止
血
と
み
る
こ
と
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
あ
え
て
異
を
立
て

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
は
秋
津
・
嶋
宮
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ア
キ
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ツ
は
例
え
ば
天
皇
を
敬
っ
て
ア
キ
ッ
神
（
万
葉
六
⊥
〇
五
〇
等
）
と
い
う
よ
う
に

一
般
性
の
あ
る
讃
詞
と
し
て
、
ど
こ
の
地
名
に
も
あ
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
「
島

の
宮
」
に
は
用
例
が
あ
る
。
例
え
ば
日
並
皇
子
の
宮
も
「
島
の
宮
」
と
呼
ぶ

（
万
葉
二
⊥
七
〇
）
。
さ
ら
に
前
代
の
孝
昭
天
皇
の
都
も
同
じ
液
上
で
、
そ
の
地

 
 
 
 
い
け
こ
こ
ろ
の
み
や

の
宮
を
「
池
 
心
 
宮
」
と
い
う
。
池
心
宮
と
甘
藷
と
は
名
称
上
一
連
の
も
の

で
、
い
ず
れ
も
池
や
築
山
の
あ
る
庭
園
を
備
え
た
宮
を
意
味
す
る
名
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
 
「
大
和
志
』
に
い
ゼ
つ
コ
コ
ロ
等
の
地
名
は
、
書
紀
の
宮
號
の

「
池
心
」
が
ま
ず
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
着
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
点
、
『
神
名
帳
』
に
「
城
上
郡
志
貴
御
平
坐
神
社
」
が
あ
り
、
磯
城
県
主
の

女
が
、
繧
靖
天
皇
以
後
丁
霊
天
皇
ま
で
の
各
天
皇
の
皇
典
に
登
場
（
書
紀
本
文
．

一
書
）
す
る
シ
キ
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
る
シ
キ
シ
マ
の
地
名
の
実
在
性
と
は

様
相
を
異
に
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
白
上
の
ホ
ホ
マ
と
は
壼
申
の
天
を
望
見
す
る
の
に
相
応
し
い
名
称
を
持
っ
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
に
が
た
 
な
り

場
で
あ
る
が
、
ア
キ
ツ
ノ
ト
ナ
メ
と
は
如
何
な
る
国
状
（
国
勢
）
か
。
所
謂
く

と
ん
ぼ
 
 
 
つ
な

蜻
蛉
の
お
繋
が
り
V
で
雌
雄
二
匹
が
ぐ
る
つ
と
丸
ま
っ
た
形
が
青
山
四
周
の
見

立
て
で
あ
っ
た
、
と
で
も
付
会
す
る
ほ
か
は
な
い
が
、
如
何
に
も
無
理
な
比
喩

で
あ
る
。
敢
て
そ
の
無
理
を
す
る
の
は
お
そ
ら
く
ト
ナ
メ
（
交
合
）
に
、
神
々
を

感
応
さ
せ
、
も
の
を
成
り
出
さ
せ
る
共
感
呪
術
的
な
意
味
あ
い
を
意
識
し
て
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
き
つ

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
山
地
芸
能
の
趣
き
を
持
つ
記
九
七
の
く
早
喰
ひ
の
蜻
蛉
V

の
ア
キ
か
ら
、
大
口
を
開
け
た
状
態
が
連
想
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
統
御
の
地
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
な
め
 
 
 
あ
き
つ

祝
福
に
つ
な
が
る
「
天
皇
の
国
見
ト
の
場
に
お
け
る
〈
歯
質
め
の
蜻
蛉
〉
の
ア

キ
か
ら
は
く
稲
穂
の
あ
か
ら
む
収
穫
の
ア
キ
（
秋
）
〉
が
連
想
さ
れ
た
ろ
う
、

と
い
う
よ
り
も
、
実
は
蜻
蛉
の
ア
キ
は
す
な
わ
ち
秋
と
い
う
連
想
観
念
が
ま
ず

在
っ
て
、
然
る
の
ち
に
豊
穣
を
予
祝
す
る
意
味
か
ら
「
署
嗜
め
せ
る
が
如
し
」

雄
略
朝
歌
謡
に
つ
い
て
の
二
・
三
の
私
考

と
形
容
し
た
も
の
で
、
比
喩
と
し
て
は
如
何
に
も
無
理
な
ア
キ
ヅ
の
ト
ナ
メ
は

実
際
の
景
で
は
な
く
観
念
の
具
象
と
し
て
の
景
で
あ
る
。
と
み
る
の
が
妥
当
な

と
こ
ろ
で
は
な
い
か
。
わ
た
く
し
は
か
ね
が
ね
「
国
見
歌
」
の
多
く
は
実
景
と

い
う
よ
り
観
念
の
具
象
だ
と
考
え
て
い
る
。
 
（
国
見
の
歌
二
つ
、
「
国
文
学
研
究
第
二
九

集
」
、
「
研
究
資
料
叢
書
、
万
葉
集
皿
」
再
録
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
し
は
ら
の
ち
い
砥
あ
き
の
み
つ
ほ
の
く
に

 
と
は
云
え
、
そ
う
し
た
連
想
観
念
は
「
葦
原
千
五
百
秋
瑞
穂
国
」

（
天
孫
降
臨
章
）
と
い
う
名
称
と
同
じ
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
山
地
の
ヤ
マ
ト
で
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ら
き
だ
 
し
し
だ
 
い
ね

成
立
し
難
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
 
「
新
墾
田
の
鹿
猪
田
の
稲
」
は
「
あ
な
ひ

ね
ひ
ね
し
」
と
歌
わ
れ
て
（
万
葉
一
六
⊥
二
八
四
八
）
、
瑞
穂
と
は
縁
が
遠
い
。
そ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
し
 
ぼ
ち
 
 
な
に
は

．
の
名
称
の
起
る
所
は
お
そ
ら
く
「
葦
が
散
る
難
波
」
（
万
葉
廿
一
四
一
三
＝
等
）
を

河
口
と
す
る
大
和
川
水
系
に
潤
わ
さ
れ
た
河
内
平
野
の
穀
倉
地
帯
で
あ
っ
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ほ
や
し
ま
ぐ
に

ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
所
謂
国
生
み
神
話
の
「
大
八
，
碧
南
」
な
る
も
の
は
、
韓

半
島
と
島
と
の
間
に
航
海
の
記
憶
を
持
つ
人
々
の
知
識
を
拠
り
処
に
、
半
島
と

の
交
通
の
要
衝
で
、
淡
路
、
阿
波
を
指
呼
に
望
む
難
波
文
化
圏
で
の
、
政
治
意

識
に
よ
る
観
念
的
な
領
土
呼
称
と
思
わ
れ
る
も
の
だ
が
、
そ
の
中
で
、
大
和
、

 
 
 
 
 
 
 
 
曜
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
茸
や
ま
と
と
よ
あ
き
つ
し
ま

河
内
を
翻
心
に
畿
内
一
円
を
指
す
「
大
日
本
豊
秋
津
洲
」
は
、
こ
れ
も
亦

「
葦
原
千
五
百
秋
瑞
穂
国
」
と
同
じ
く
、
稲
穂
の
稔
り
に
縁
を
持
た
せ
た
呼
称

で
あ
っ
た
ろ
う
。
 
「
蜻
蛉
の
胃
憾
め
せ
る
が
如
し
」
が
、
の
べ
た
よ
う
に
豊
穣

の
秋
の
具
象
風
景
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ア
キ
ヅ
シ
マ
と
い
う
語
は
大
和
の
一

地
名
が
も
と
で
あ
っ
た
か
、
或
い
は
逆
に
「
大
日
本
豊
秋
津
洲
」
の
呼
称
が
も

と
で
㍉
そ
の
た
め
に
単
に
ア
キ
ヅ
何
々
と
い
う
の
で
は
な
く
、
ア
キ
ヅ
シ
マ
と

い
う
呼
称
が
、
大
和
の
国
侍
め
の
定
形
と
な
っ
た
の
で
あ
る
か
、
い
ち
お
う
は

再
吟
味
の
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

 
思
い
浮
ぶ
儘
を
述
べ
て
来
た
が
、
限
ヶ
あ
る
紙
幅
の
こ
と
ゆ
え
、
大
和
と
河

（ 139）



内
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
雄
略
朝
歌
謡
に
限
っ
て
次
章
で
云
う
こ
と
に
し
て

話
を
記
九
七
と
紀
七
五
に
戻
す
。
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
』
（
古
事
記
編
）
は
、
」
両

歌
を
比
較
し
て
「
古
事
記
歌
の
ほ
う
が
、
よ
り
新
し
い
統
一
的
な
様
式
と
い
え

よ
う
」
と
い
っ
て
い
る
。
伝
承
者
を
異
に
し
た
で
あ
ろ
う
両
歌
謡
で
も
、
伝
承

過
程
で
相
互
に
影
響
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
そ
の
新
古
［
は
容
易
に
は

云
え
ぬ
こ
と
だ
が
、
掛
け
合
い
形
式
の
部
分
だ
け
に
つ
い
て
い
え
ば
、
記
九
七

 
 
 
 
え
し
の
 
 
 
を
む
う
 
た
け
 
 
 
し
し
ふ
 
 
 
 
た
れ
 
 
お
ほ
ま
え
 
ま
を

 
 
 
 
 
 
 
 
墓
誌
漏
が
嶽
に
 
訓
導
臥
す
と
 
誰
ぞ
 
大
前
に
奏
す
」

に
は
「
み
吉
野
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ま
と
 
 
を
む
ら
 
た
け
 
 
し
し
ふ
 
 
 
た
れ

と
あ
り
、
紀
七
五
に
は
「
大
和
の
 
鳴
武
羅
の
巌
に
 
鹿
猪
臥
す
と
 
誰
か
こ

 
こ
と
 
お
ほ
ま
へ
ま
を

の
事
 
大
前
に
奏
す
」
と
あ
る
。
第
四
句
の
三
音
と
七
音
と
で
は
、
前
者
か
ら

後
者
へ
と
み
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
紀
七
五
は
大
和
の
国
恩
の
所
以

を
歌
う
滑
稽
的
な
芸
能
歌
謡
を
、
天
皇
に
忠
誠
を
馴
す
靖
蛉
を
嘉
す
る
歌
に
変

改
し
た
た
め
に
、
記
九
七
に
み
る
統
一
美
を
失
っ
た
の
だ
、
と
も
み
る
ご
と
が

．
出
来
よ
う
。

章

四

 
古
代
物
語
を
支
え
る
二
本
の
柱
は
戦
い
の
物
語
と
男
女
の
物
語
と
で
あ
る
。

雄
略
朝
の
日
本
書
紀
歌
謡
は
、
 
序
章
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
 
首
尾
の
二
首

（
紀
七
四
．
八
二
）
が
反
乱
と
討
伐
の
物
語
に
付
帯
し
、
中
も
二
首
（
紀
七
五
・
七
七
）

を
除
け
ば
、
す
べ
て
処
罰
と
免
罪
の
物
語
に
付
帯
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

古
事
記
歌
謡
が
天
皇
の
妻
訪
い
（
記
九
一
）
に
始
ま
り
、
後
宮
内
の
酒
宴
歌

（
記
一
〇
三
．
一
〇
四
）
で
終
り
、
処
罰
と
免
罪
に
関
す
る
も
の
は
、
全
一
四
歌

申
、
僅
か
一
首
（
記
一
〇
〇
）
で
あ
る
の
と
比
較
す
る
と
著
し
い
相
違
で
あ
る
。

書
紀
の
記
述
に
外
廷
的
な
事
項
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
古
事
記
の
記
述
に
内

廷
的
な
事
項
に
関
す
る
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
両
断
の
成
立
と
性
格
と

の
、
基
本
的
な
問
題
に
係
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
書
紀
歌
の
処
罰
と
免
罪
と
に

関
す
る
五
首
中
の
四
首
ま
で
が
、
媒
に
関
す
る
も
．
の
で
あ
る
の
は
、
雄
略
期
歌

謡
の
一
つ
の
特
色
で
あ
る
。

 
形
容
掌
裡
を
鈴
衡
條
件
の
一
つ
に
し
た
媒
は
、
男
性
の
興
味
を
引
き
や
す

い
。
併
し
そ
の
制
度
の
成
り
立
ち
か
ち
い
っ
て
も
、
神
な
る
天
皇
の
側
近
に
奉

仕
す
る
立
場
の
者
と
し
て
も
、
沓
な
る
恋
愛
は
禁
忌
で
あ
っ
た
。
允
恭
天
皇
の

崩
後
の
際
の
新
羅
弔
使
が
、
媒
を
離
し
た
と
誤
解
を
受
け
て
、
大
泊
瀬
皇
子

（
雄
略
天
皇
）
に
捉
え
ら
れ
（
允
恭
四
＋
二
年
置
）
、
媒
と
し
て
貢
さ
れ
た
百
済
の
池

 
 
 
 
 
 
た
は

津
媛
は
石
川
町
に
淫
け
て
焼
き
殺
さ
れ
（
雄
略
二
年
紀
）
、
媒
を
忙
し
て
二
軍
を

 
 
 
 
 
 
 
か
た
ぶ

受
け
る
凡
河
内
直
香
賜
の
話
（
雄
略
九
年
紀
）
な
ど
、
媒
を
粁
し
或
い
は
許
し
た

と
の
誤
解
か
ら
、
処
罰
さ
れ
或
い
は
処
罰
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
話
は
、
屡
々
雄

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
た

略
天
皇
と
結
び
つ
い
て
、
恰
も
形
の
如
く
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
古
代
に
お

け
る
采
女
制
度
の
確
立
が
雄
略
朝
と
何
等
か
の
関
係
を
持
ち
、
そ
う
し
た
こ
と

の
反
映
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
も
の
だ
が
、
歌
謡
の
場
合
も
同
じ
で
紀
七
八
か

ら
紀
八
一
ま
で
、
す
べ
て
媒
に
関
連
し
た
処
罰
と
免
罪
と
の
物
語
に
結
び
つ
い

て
い
る
。
こ
と
に
紀
七
九
と
紀
八
一
と
は
「
馬
」
に
よ
っ
て
命
を
助
け
ら
れ
、

紀
七
八
と
紀
八
○
と
は
琴
の
音
が
天
皇
を
悟
ら
せ
て
、
命
が
助
か
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
、
（
紀
七
八
が
琴
の
音
に
よ
る
こ
と
は
論
も
あ
る
ま
い
が
、
紀
八
○
を
そ
れ
だ
と
す
る
の

は
、
旋
頭
歌
形
式
は
琴
歌
の
掛
合
形
式
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
、
そ
の
こ
と
は
本
誌
前
号
の
「
ヒ
ナ

ブ
リ
の
名
称
と
記
紀
の
旋
頭
歌
」
で
の
べ
て
あ
る
）
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
意
識
さ
れ
た
構

図
と
い
え
よ
う
。

 
そ
の
一
つ
の
紀
七
九
は
大
和
の
勢
力
が
河
内
の
勢
力
を
圧
倒
し
た
こ
と
示

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
つ
ぎ

す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
「
馬
め
八
匹
は
惜
し
げ
く
も
な
し
」
は
、
本
来
は
蓄

財
誇
示
の
歌
で
、
国
造
が
「
大
祓
」
に
供
出
す
る
男
物
中
に
、
馬
一
匹
の
あ
る

（ 140 ）



と
こ
ろ
が
ら
（
神
祇
令
）
、
媒
を
着
し
た
瞭
罪
の
物
語
に
結
び
つ
い
た
も
の
ら
し

い
が
、
歌
の
主
人
公
の
歯
田
根
命
は
河
内
の
餌
香
一
帯
を
領
有
し
た
豪
族
で
、

そ
の
罪
に
よ
っ
て
耳
垂
の
長
野
邑
を
没
収
さ
れ
て
い
る
。
餌
鳥
は
河
内
と
大
和

と
を
結
ぶ
大
動
脈
の
大
和
川
沿
い
の
地
で
、
帰
化
系
住
民
の
醸
す
旨
旨
で
賑
わ

っ
た
地
で
あ
る
（
釈
日
本
紀
、
日
義
八
。
顕
宗
紀
、
天
皇
室
寿
詞
）
。
そ
の
歯
田
根
命
を
早

言
天
皇
に
反
逆
し
て
、
妹
の
サ
ホ
ヒ
メ
と
共
に
稲
城
の
中
で
焼
け
死
ん
だ
出
穂

彦
の
玄
孫
で
あ
る
と
す
る
の
は
注
意
さ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く
さ
か
べ
の
む
ら
じ

 
「
姓
氏
録
」
に
よ
れ
ば
河
内
皇
別
の
日
下
部
連
の
遠
祖
は
直
面
彦
で
、
そ

の
勢
力
圏
は
記
九
一
の
若
日
下
部
王
の
本
貫
で
あ
る
。
雄
略
天
皇
が
若
日
下
部

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま

王
を
妻
訪
う
物
語
は
「
初
め
大
后
（
若
日
下
部
王
）
日
下
に
坐
し
し
時
、
日
下
の

た
だ
ご
え
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い

直
直
の
道
よ
り
河
内
に
幸
行
で
ま
し
き
」
と
書
き
出
さ
れ
て
い
る
。
す
こ
し

注
意
し
て
『
記
紀
』
の
記
述
を
読
め
ば
、
河
内
の
勢
力
に
支
持
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
履
中
・
反
正
の
両
天
皇
と
そ
れ
に
対
抗
す
る
安
康
・
雄
略
の
両
天
皇
と
の

訂
争
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
安
康
・
雄
略
の
両
天
皇
の
父
で
あ
る
允
恭
天
皇

即
位
の
時
、
仁
徳
皇
子
と
し
て
皇
位
継
承
の
有
資
格
者
は
允
恭
天
皇
と
若
日
下

部
王
の
兄
の
大
日
下
王
と
で
あ
っ
た
。
允
恭
天
皇
は
履
中
・
反
正
の
両
兄
が
生

前
に
、
自
分
を
愚
か
者
で
あ
る
と
軽
蔑
し
て
い
た
と
述
懐
し
て
い
み
（
允
耳
許
）

大
日
下
王
を
支
持
し
た
勢
力
は
、
お
そ
ら
く
寺
中
・
反
正
の
両
天
皇
を
支
持
し

た
勢
力
で
あ
っ
た
ろ
う
。
安
康
天
皇
は
そ
の
大
日
下
智
を
殺
し
、
そ
の
妃
で
あ

っ
た
順
中
皇
女
を
奪
う
の
で
あ
る
。
こ
う
み
て
来
る
と
若
日
下
部
王
は
河
内
町
'

の
残
存
勢
力
の
象
徴
的
存
在
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
物
語
的
に
は
河
内
皇
別
の
日

下
部
連
、
狭
穂
彦
を
通
じ
て
歯
田
根
命
も
亦
そ
の
圏
内
の
人
物
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
こ
の
妻
訪
い
の
物
語
（
記
九
一
）
の
前
文
で
、
天
皇
と
同
じ
家
造
り
を

す
る
河
内
国
志
紀
郡
の
大
縣
主
の
脅
越
を
答
め
て
、
そ
の
家
を
焼
こ
う
と
す

雄
略
朝
歌
謡
に
つ
い
て
の
二
・
三
の
私
考

る
。
大
男
主
は
「
馬
の
八
匹
」
な
ら
ぬ
「
白
き
犬
」
を
贈
っ
て
赦
免
さ
れ
る
話

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
も

が
挿
入
さ
れ
て
い
る
の
も
偶
然
で
は
な
い
。
歌
の
内
容
は
「
隠
り
妻
」
に
対
す

る
儘
な
ら
ぬ
思
い
を
歌
っ
た
も
の
だ
が
、
若
日
下
部
王
も
直
ぐ
に
は
応
じ
な

 
 
 
 
 
そ
む
 
 
い
 
 
 
 
 
 
 
 
い
と
か
し
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
み
の
ぼ

い
。
 
「
日
に
背
き
て
幸
行
で
ま
し
し
事
甚
恐
し
。
故
隅
己
れ
直
に
参
上
り

て
仕
へ
奉
ら
む
」
と
い
う
。
倭
漢
書
を
東
通
、
河
内
書
を
西
文
と
書
く
が
、
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ

の
出
る
東
は
大
和
で
、
日
の
入
る
西
は
河
内
で
あ
る
。
『
神
武
紀
』
に
「
背
に

日
を
負
ひ
て
撃
た
む
」
と
い
う
戦
い
の
記
事
が
あ
る
が
、
雄
略
天
皇
と
若
日
下

部
王
と
の
間
に
も
男
と
女
と
の
戦
い
が
あ
っ
て
、
結
局
、
若
日
下
部
王
が
雄
略
、

天
皇
の
後
宮
に
入
っ
た
こ
と
は
、
幾
葛
藤
の
末
に
大
和
に
対
す
る
河
内
の
抵
抗

が
一
段
落
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
ら
し
い
。
或
い
は
雄
略
天
皇
に
殺
さ
れ

た
夢
中
皇
子
市
辺
王
の
遺
子
を
奉
じ
て
逃
避
行
を
つ
づ
け
て
遂
に
自
博
し
た
日

下
部
連
寺
主
（
顕
宗
前
紀
）
の
如
き
は
、
そ
の
最
後
の
抵
抗
者
で
あ
っ
た
か
も
知

れ
な
い
。

 
若
し
『
謹
書
倭
国
伝
」
に
い
う
興
・
武
が
安
康
・
雄
略
の
両
天
皇
に
当
る
と

す
れ
ば
、
五
世
紀
半
ば
か
ら
末
に
か
け
て
、
大
和
・
河
内
を
包
括
す
る
強
力
政

権
の
確
立
が
あ
り
、
『
雄
略
紀
』
に
「
唯
愛
寵
す
る
所
は
史
部
身
狭
斜
主
唱
、

桧
愚
民
使
博
徳
の
み
」
と
あ
る
よ
う
に
、
帰
化
系
の
人
物
が
外
廷
的
な
政
治
の

面
で
活
躍
し
た
。
「
葦
原
千
五
百
秋
瑞
穂
国
」
「
大
日
本
豊
秋
津
洲
」
と
い
う

名
は
、
そ
う
し
た
環
境
の
も
と
で
生
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
我
が
国

の
特
色
を
盛
っ
た
名
で
あ
る
が
、
自
国
の
特
色
は
自
国
だ
け
に
居
て
分
る
も
の

で
は
決
し
て
な
い
。
比
較
の
目
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

出早

五

古
代
歌
謡
と
琴
と
は
切
り
離
せ
ぬ
関
係
に
あ
る
。
雄
略
朝
歌
謡
は
琴
と
の
関
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'

係
の
上
か
ら
も
一
つ
の
転
機
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
雄
略
朝
の
古
事
記

歌
謡
に
は
序
章
で
い
っ
た
よ
う
に
、
志
都
歌
、
宇
岐
歌
と
い
う
、
宮
廷
歌
曲

（
大
歌
）
と
し
て
の
名
称
を
記
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
記
九
四
（
志
都
歌
）

記
一
〇
三
（
宇
黒
糖
）
は
、
琴
歌
の
歌
詞
と
譜
と
を
記
し
た
『
琴
歌
譜
』
に
出
て

い
る
。
 
『
琴
歌
譜
』
の
成
立
は
平
安
朝
も
比
較
的
早
い
時
期
で
あ
ろ
う
と
さ
れ

て
い
る
。
勿
論
、
歌
詞
に
は
多
少
の
変
化
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
古
事
記
そ
の

も
の
が
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
た
と
も
思
わ
れ
ぬ
時
代
に
、
古
事
記
歌
謡
の
あ
る
も

の
は
、
楽
劇
諸
家
の
間
で
長
く
歌
い
継
が
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
全
古
事
記
歌

，
謡
に
み
ら
れ
る
歌
曲
名
一
六
（
書
紀
四
）
、
そ
の
歌
謡
数
三
六
（
書
紀
一
五
）
。
「

琴
歌
譜
』
の
歌
曲
名
一
六
、
そ
の
歌
謡
数
二
一
。
そ
の
う
ち
両
者
に
共
通
の
歌

曲
名
五
、
歌
謡
数
五
と
い
う
全
体
と
の
比
率
か
ら
い
え
ば
、
志
都
歌
一
、
宇
鼻

歌
一
は
決
し
て
少
な
い
数
で
は
な
い
。
こ
れ
は
は
っ
き
り
と
し
た
形
で
、
雄
略

朝
の
古
事
記
歌
謡
が
後
世
へ
の
繋
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
『
琴
歌
謡
』
，
の
歌
曲
が
教
習
さ
れ
た
場
は
「
興
世
朝
臣
騎
馬
、
善
く
和
琴

を
弾
く
、
傍
っ
て
大
歌
所
別
当
と
為
す
」
と
『
文
徳
実
録
』
嘉
祥
三
年
紀
に
あ

る
「
大
歌
所
」
で
、
そ
の
主
な
る
伴
奏
楽
暴
は
「
和
琴
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
ま
と
う
た
 
 
 
 
 
 
 
か
ら
う
た

な
が
ら
、
和
琴
と
い
う
名
称
は
、
倭
歌
 
（
和
歌
）
が
漢
詩
に
対
す
る
名
称
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
が
ら
す
る
と
、
既
に
外
来
琴
が
普
及
し
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ

る
名
称
で
あ
る
。
記
九
四
、
記
一
〇
三
が
歌
わ
れ
た
場
合
の
琴
が
、
和
琴
で
あ

っ
た
こ
と
は
疑
え
ぬ
と
し
て
も
、
内
廷
的
な
場
を
離
れ
て
、
処
罰
と
免
罪
と
い

う
政
治
向
き
の
事
柄
に
関
連
し
て
、
し
か
も
帰
化
系
の
断
酒
公
に
よ
っ
て
弾
か

れ
た
紀
七
八
の
琴
が
、
同
じ
く
和
琴
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
な
る
と
、
こ
れ
は

お
そ
ら
く
疑
問
で
あ
る
。
事
実
は
知
る
べ
く
も
な
い
に
し
て
も
、
少
く
と
も
雄

略
朝
歌
謡
に
至
っ
て
、
従
来
と
は
異
な
る
琴
の
面
が
あ
ら
わ
れ
て
来
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ぐ
ら
ゐ
 
 
か
み
 
み
て
 
 
 
 
ひ

 
記
九
六
は
舞
楽
の
琴
で
あ
る
。
歌
詞
の
「
呉
床
居
の
 
神
の
御
手
も
ち
 
弾

 
こ
と
 
コ
ま
ひ
 
 
を
み
な
 
と
こ
よ

く
琴
に
 
舞
す
る
女
 
，
常
世
に
も
か
も
」
は
厳
か
に
神
前
に
ひ
び
き
わ
た
る

神
秘
的
な
奏
楽
の
音
を
、
神
が
弾
琴
者
に
愚
っ
て
弾
か
せ
給
う
と
感
じ
た
表
現

で
、
お
そ
ら
く
本
来
は
、
神
前
で
の
巫
女
舞
に
巡
演
と
な
っ
た
民
衆
の
声
で
あ

っ
た
も
の
が
、
美
和
河
か
ら
吉
野
川
へ
と
舞
台
を
移
し
た
雄
略
天
皇
と
結
び
つ

い
て
天
皇
の
御
前
で
舞
を
舞
う
嬢
子
の
物
語
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

物
語
の
雄
略
天
皇
の
御
身
に
は
、
所
も
同
じ
仙
郷
吉
野
で
、
御
自
ら
御
琴
．
を
弾

い
て
、
「
高
唐
の
神
女
の
如
き
」
仙
女
の
舞
を
ま
ぎ
ま
ざ
と
見
ら
れ
た
と
い

う
、
五
節
の
舞
の
縁
起
に
関
す
る
天
武
天
皇
の
御
姿
（
『
本
朝
月
々
』
年
申
行
事
秘
抄

所
引
）
が
、
二
重
写
し
に
な
っ
て
い
よ
う
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。
も
し
そ

う
な
ら
、
礼
と
楽
と
の
二
つ
が
並
び
行
な
わ
れ
て
、
は
じ
め
て
上
下
斉
和
し
、

天
下
は
静
詮
で
あ
る
と
の
御
考
え
か
ら
、
天
武
天
皇
が
こ
の
舞
（
五
節
舞
）
を
始

め
ら
れ
た
と
す
る
天
平
一
'
五
年
五
月
五
日
の
『
宣
命
』
（
第
九
詔
）
に
徴
し
て
、

こ
の
物
語
成
立
の
背
景
に
は
、
神
仙
思
想
と
共
に
礼
楽
尊
重
の
思
想
が
窺
え
る

と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。
『
下
戸
七
年
紀
』
の
、
天
皇
御
自
ら
一
寸
を
弾

き
、
皇
后
を
し
て
舞
わ
し
め
た
と
い
う
、
こ
れ
と
同
パ
タ
ー
ン
の
記
事
の
中
に

馬
蝉
の
風
俗
と
し
て
、
舞
う
も
の
は
舞
い
終
る
と
座
長
に
対
し
て
h
娘
子
を
奉

る
」
と
い
う
の
が
常
礼
と
な
、
っ
て
い
た
、
と
あ
る
の
も
、
或
い
は
歌
舞
乏
礼
と

を
結
ぶ
思
想
か
ら
出
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

 
紀
七
八
は
、
云
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
以
前
の
弾
琴
者
が
天
皇
で
あ
れ
皇
后
で

あ
れ
大
臣
で
あ
れ
、
そ
れ
が
巫
女
、
．
男
蜆
と
し
て
の
面
目
を
持
っ
た
者
か
、
そ

れ
に
関
連
し
た
者
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
弾
琴
者
が
帰
化
系
の
人
物
で
あ
る

点
に
特
色
が
あ
る
。
女
を
感
ぜ
し
め
る
た
め
に
琴
を
弾
い
て
閣
か
せ
た
『
播
磨

風
土
記
』
揖
保
郡
、
琴
坂
）
と
い
う
よ
う
な
話
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
天
皇
を

（ 142 ）



感
ぜ
し
め
て
、
そ
の
処
罰
の
非
な
る
こ
と
を
悟
ら
せ
る
と
い
う
、
い
う
な
ら
ば

輔
弼
上
の
問
題
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
琴
は
外
廷
的
な
政
治
に

顔
を
出
す
の
で
あ
る
。
以
後
弾
琴
者
と
し
て
帰
化
系
の
人
物
が
登
場
す
る
が
、

そ
の
点
は
あ
と
で
触
れ
よ
う
。
歌
詞
は
命
長
ら
え
て
大
君
に
奉
仕
し
た
い
と
願

う
工
匠
の
衷
情
を
第
三
者
の
立
場
か
ら
歌
っ
た
も
の
で
（
原
歌
は
ハ
ヤ
と
い
う
詠
嘆

の
助
詞
か
ら
察
し
て
、
物
故
の
工
匠
の
早
書
、
顕
彰
の
歌
で
あ
ろ
う
）
、
そ
の
点
か
ら
い
う
と

歌
詞
の
内
容
が
天
皇
を
動
か
し
た
ど
も
み
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
紀
八
○

も
お
そ
ら
く
琴
歌
で
あ
っ
た
ろ
う
と
章
四
で
い
っ
た
が
、
歌
詞
は
、
工
匠
の
技

法
の
失
わ
れ
る
の
を
惜
し
だ
歌
で
（
原
歌
は
帰
化
系
の
虚
名
部
の
エ
匠
の
追
悼
歌
で
、
先
の

紀
八
○
と
関
連
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
）
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
も
ま
た
死
ぬ
べ
き
命

が
助
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
記
一
〇
〇
を
歌
っ
て
、
死
罪
を
免
ぜ
ら
れ
た

伊
勢
国
の
三
重
採
の
物
語
な
ど
と
共
に
、
従
来
、
「
動
二
天
地
一
感
二
鬼
神
一
」

（
詩
経
、
大
序
）
と
い
う
、
歌
の
徳
に
関
す
る
中
国
思
想
と
の
関
係
が
強
調
さ
れ

て
来
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
「
楽
者
天
地
之
和
也
、
礼
者
天
地
之
序
幕
」

（
論
語
・
肛
門
）
或
い
は
「
移
レ
風
易
レ
俗
莫
レ
善
幽
界
楽
一
、
安
レ
上
治
レ
民
博
レ
善
型
置

礼
一
」
（
孝
経
三
温
血
）
と
い
う
、
礼
・
楽
尊
重
の
申
国
思
想
と
の
関
係
を
軽
視
し

て
は
な
る
ま
い
。
紀
七
八
の
前
・
後
文
に
は
明
ら
か
に
「
琴
の
声
を
以
て
天
皇

に
悟
ら
し
め
む
と
欲
ふ
」
、
「
琴
の
声
を
悟
り
た
ま
ひ
て
、
そ
の
罪
を
赦
し
た

ま
ふ
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。

 
帰
化
系
人
物
と
弾
琴
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
い
う
な
ら
、
中
大
兄
皇
子
の
た

め
に
そ
の
妃
の
死
を
悼
ん
で
悼
元
歌
（
紀
＝
三
．
＝
四
）
を
献
呈
し
て
御
感
を

得
て
、
そ
の
歌
を
弾
琴
唱
歌
し
た
と
い
う
野
中
川
原
史
満
の
場
合
（
孝
徳
紀
、
大

化
五
年
）
も
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
歌
を
「
皇
太
子
の
為
の
代
作
で
あ
ろ
う
」
と
し

た
の
は
折
口
信
夫
で
あ
る
（
全
集
第
一
巻
三
八
六
頁
）
。
同
氏
は
更
に
皇
孫
建
王
を

雄
略
朝
歌
謡
に
つ
い
て
の
二
・
三
の
私
考

追
悼
し
て
口
號
さ
れ
た
面
明
天
皇
の
御
製
歌
（
紀
＝
九
～
一
三
）
の
後
文
に
「

秦
大
蔵
造
萬
里
に
侵
し
て
曰
く
、
斯
の
歌
を
伝
え
て
、
世
に
忘
ら
し
む
る
こ
と

勿
れ
」
d
別
明
紀
、
四
年
＋
月
）
と
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
こ
れ
も
ま
た
萬
里
の
代
作

．
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
野
中
川
原
史
満
の
歌
は
、
そ
の
内
容
か
ら
い
え
ば
「
稜
威

言
別
』
（
橘
守
部
）
が
「
此
は
皇
太
子
の
御
心
に
な
り
て
よ
め
る
」
と
い
う
よ
う

に
、
悼
亡
歌
を
詠
む
べ
き
立
場
に
な
か
っ
た
皇
太
子
の
た
め
の
代
作
で
あ
る
と

も
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
礼
・
楽
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
天
皇

の
側
近
に
あ
っ
た
帰
化
系
人
物
の
外
来
琴
に
対
す
る
弾
琴
の
技
法
が
高
く
評
価

さ
れ
て
、
そ
の
結
果
、
事
あ
れ
ば
「
御
琴
を
授
け
て
唱
わ
し
め
き
」
と
な
っ
た

の
で
あ
る
と
も
解
さ
れ
は
し
ま
い
か
。
ま
た
御
製
歌
の
場
合
は
三
首
一
連
の
中

に
片
歌
形
式
歌
謡
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
し
か
も
こ
の
片
歌
は
三
首
と
す
る
た
め

に
、
あ
え
て
分
立
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
片
歌
を
含
む
三
首
一

連
の
形
式
は
「
思
国
歌
」
と
そ
の
「
片
歌
」
λ
記
＝
＝
～
三
三
）
が
そ
れ
で
あ
り
、

「
宿
墨
歌
」
と
そ
の
「
片
歌
」
（
租
七
二
～
七
四
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
本
辞
歌
之

片
歌
」
は
男
蜆
的
な
面
を
持
っ
た
建
内
宿
禰
が
「
御
腰
を
給
わ
り
て
」
唱
歌
し

た
、
と
あ
る
。
秦
大
蔵
造
萬
里
は
記
帳
に
長
じ
た
右
筆
的
な
存
在
で
、
 
「
斯
の

歌
を
伝
え
て
、
世
に
忘
ら
し
む
る
こ
と
穿
れ
」
は
、
口
蓋
さ
れ
た
御
製
を
文
字

に
定
着
さ
せ
た
と
も
、
或
い
は
、
こ
の
人
も
ま
た
弾
琴
の
技
法
に
長
じ
て
い
て

片
歌
に
節
つ
げ
し
て
、
琴
歌
と
し
て
定
着
さ
せ
た
と
も
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ

う
。
折
口
信
夫
は
わ
た
く
し
の
最
も
尊
敬
す
る
学
者
の
一
人
で
あ
る
が
、
そ
の

代
作
説
が
あ
ま
り
に
決
定
的
で
、
そ
の
上
に
立
っ
た
論
が
色
々
と
立
て
ら
れ
て

い
る
の
で
、
あ
え
て
思
う
と
こ
ろ
を
記
し
て
結
び
と
す
る
。
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